
地域密着型サービス 運営推進会議（介護・医療連携推進会議） 報告書 

 

事業所名：小規模多機能型居宅介護えがお 

サービス種類：□グループホーム ・ ■小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護 （該当に■） 

日  時：令和 8年 1月 22日（木曜日）午前 9時 30分より 

場  所：小規模多機能型居宅介護事業所 

出 席 者：7人  欠席：利用者家族 1名  

 

 

 

 

１． 施設長挨拶 

当施設、【小規模多機能居宅介護事業所えがお】は 3 月より、【看護小規模多機能型居宅

介護事業所えがお】に変わります。 

２．議題 

（１）利用者の状況 

 11月 12月 

男性 女性 男性 女性 

登録数（月末時点 解約者含む） 
29 29 

7 22 7 22 

要介護度 

要支援 1 0 0 0 0 

要支援 2 0 1 0 0 

要介護 1 1 5 1 6 

要介護 2  2 7 2 7 

要介護 3 2 2 2 2 

要介護 4 0 3 0 4 

要介護 5 2 4 2 3 

 変更申請中 0 0 0 0 

 

要介護度の 

変更 

利用者の増減 

介護度変更 

12月 大田町 女性 支援 2→介護 1 

12月 仁摩町 女性 介護 5→介護 4 

契約解除者 

11月 12月 なし 

 

新規利用者 
なし 

利用者代表 0人 地域知見者 2人 

利用者家族 1人 大田市職員 １人 

事業所職員（職名：施設長・管理者、リーダー） 3人 



年齢構成 ６５歳未満 0 0 0 0 

７５歳未満 0 0 0 0 

８５歳未満 1 8 1 8 

９５歳未満 5 13 5 13 

９５歳以上 1 1 1 1 

平均年齢 90.1歳 90.1歳 

地域 大田町 7 7 

長久町 6 6 

五十猛町 1 1 

大森町 4 4 

仁摩町 4   4 

地域 鳥井町 2 2 

久利町 3 3 

静間町 1 1 

 久手町 1 1 

 

 11月 12月 

家族状況 独居 16 16 

高齢者世帯 4 4 

同居 9 9 

（２）サービス提供の状況 

 

サービス提供量 

介護＋予防 通いのべ人数/月 
382人 

（12.7人/日） 

431人 

（13.9人/日） 

宿泊のべ人数/月 
207人 

（6.9人/日） 

253人 

（8.1人/日） 

訪問のべ回数/月 
549回 

（18.3人/日） 

565回 

（18.2人/日） 

登録者一人当たり

の平均利用回数 

一人当たり 9.76回/週 一人当たり 10.7回/週 

長期宿泊者(毎日宿泊) 

 

過少サービス（週４回未満） 

・過少サービス状態の方 

 11月 4名 12月 4名 

・長期宿泊の方：     

 11月 3名 12月 3名 

・入院中の方 

 11月 4名 12月 2名  

○屋外活動・地域交流・歩行力の向上の取組み 

 

11 月 2日 

3・11・15．29日 
８日 

１６日 

２２．２６日 

２９日  

大田町文化祭 鳥井町文化祭 

周辺散歩 

JAふれあい祭 

大森文化祭 

紅葉狩り 

フレンズ彩（地域交流） 

5・1名 

2・2・1 2名 

７名 

４名 

８・10名 

１４名  
12 月 21.25 日 

7日 

クリスマス会 

野外散歩 

15・15名 

1名 

※トルト実施中 （歩行 口腔分析） 



３、意見・要望 

 （職員）：【外部評価について】 

      職員へのアンケートを集計し、お渡しいたしますので、次回の会議でお知らせくだ

さい。 

 （施設管理者）：【小規模から看多機への変更について】 

3 月 1 日より、小規模多機能型居宅介護事業所えがおは、看護小規模多機能型居宅

介護事業所えがおへと変更となります。 

現在の機能に、訪問介護事業が増え、医療的ケアが充実致します。それにともない、

3名の看護職員が入職してくれました。  

訪問看護は、えがおの登録者のみのが実施可能です。現在、契約を進めております。 

看多機は、大田市では初であり、ニーズも多いと考えます。 

 （行政）：「大田市では初ですので、大変に期待しています。」 

 （施設管理者）：【ソフト変更について】 

       現在利用中のソフトから変更をする。インカムで話、自動的にパソコンやタブレ

ットへ入力されるものを導入予定である。この変更により、介護職の負担を軽減し

てその分、利用者への対応をしていきたいと考える。 

 （行政）：「文字おこしだけか？文章校正もするのか？」 

 （施設管理者）：文章は確認が必要である。 

 （地域知見者）：「記録する事は大変ですから、職員さんは助かりますね。」 

 （地域知見者）：【紅葉狩りについて】 

       「マイクロバスを借りたのか？」 

 （職員）：借りてはいません。施設の公用車を利用。そのため、2回に分けて行事を実施した。 

４,その他 

 （職員）：【食事提供】 

   外部評価の改善計画 目標に、運営推進会議出席者へ、利用者がどのような食事を食べて

おられるか検証して頂くために次回の運営推進会議終了後、昼食を提供させて頂こうと考え

ている。 

５,次回予定   令和 8年 3月 26日（木）11時 00分 


